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本
年
度
は
、「
第
２
次
総
合
計
画
」「
総
合

戦
略
」
の
２
つ
の
計
画
と
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
」「
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の

２
つ
の
延
長
計
画
の
実
質
３
年
目
を
迎
え
ま

す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像

を
「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま

ち
〜
美
し
い
山
・
川
・
海　

人
が
躍
動
す
る

交
流
と
共
生
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜
」
と
定

め
、
そ
の
重
要
施
策
を
位
置
付
け
る
総
合
戦

略
に
お
い
て
「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す

る
」「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」「
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
」「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く

り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
周

辺
地
域
と
連
携
す
る
」
の
４
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
そ
の
目
標
に
向
け
確
か
な
成
果
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
町
長
就
任
以
来
、「
産
業
・
観
光
の

振
興
」「
町
内
の
活
性
化
」「
新
分
野
へ
の
取

組
み
」「
医
療
・
福
祉
の
充
実
」「
防
災
の
強

化
」「
交
通
の
確
保
」「
教
育
の
充
実
」
の
７

つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
全
力
で
取
り
組
ん
で

平成 30 年度平成 30 年度

施政方針と施政方針と
当初予算の概要当初予算の概要

　

第
１
０
３
回
香
美
町
議
会
定
例
会
が
２
月
27
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
開
か
れ
、
総
額
約
２
３

９
億
円
の
平
成
30
年
度
予
算
な
ど
が
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
本
議
会
初
日
に
浜
上
町
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
（
一
部
抜
粋
）
と
、
平
成

30
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て

●問い合わせ先　役場企画課、財政課

き
ま
し
た
。

　

こ
の
７
つ
の
重
点
施
策
の
着
実
な
る
推
進

こ
そ
が
、
総
合
計
画
、
総
合
戦
略
の
具
現
化

で
あ
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
へ
の
道
程
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
各
計
画
に
掲
げ

ら
れ
た
諸
施
策
を
深
慮
し
、
効
率
的
・
効
果

的
な
取
組
に
つ
な
げ
る
た
め
の
戦
術
・
戦
略

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
も
と
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
施
策
の

着
実
な
る
実
践
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
平
成
最
後
の
年
度
と
な
り
ま

す
。
２
期
目
の
町
政
２
年
目
を
担

い
、
平
成
の
次
の
時
代
へ
の
礎
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
に
お
い
て
は
、
常
に
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
視
点
を

持
ち
つ
つ
、
改
め
て
初
心
に
立
ち

返
り
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
を
第
一
に
、
こ
の
町
に
住
む
こ

と
に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
豊
か
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
各
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し

ま
す
。

香美町　施政方針
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前
年
度
末
残
高
見
込
み
は
３
８
０
億
４
０

０
５
万
円
で
、
本
年
度
発
行
額
を
24
億
５
２

９
０
万
円
、
元
金
償
還
額
を
37
億
７
３
３
６

万
円
と
し
て
お
り
、
本
年
度
末
残
高
は
13
億

２
０
４
６
万
円
減
の
３
６
７
億
１
９
５
９
万

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

基
金
（
貯
金
）
残
高
の
状
況

基
金
（
貯
金
）
残
高
の
状
況

地
方
債
残
高
の
状
況

地
方
債
残
高
の
状
況

会 計 区 分 平成 30 年度 平成 29 年度 比較増減 増減率

一 般 会 計 136 億 5,000 万円 131 億 3,900 万円 5億 1,100 万円 3.9％

特 別 会 計 51 億 6,682 万円 58 億 6,247 万円 △ 6億 9,565 万円 △ 11.9％

国民健康保険事業 24 億 1,592 万円 31 億 6,521 万円 △ 7億 4,929 万円 △ 23.7％

事業勘定 20 億 4,300 万円 28 億 500 万円 △ 7億 6,200 万円 △ 27.2％

佐津診療施設勘定 2,123 万円 2,200 万円 △ 77 万円 △ 3.5％

兎塚・川会診療施設勘定 3,690 万円 3,780 万円 △ 90 万円 △ 2.4％

小代診療施設勘定 2億 592 万円 1億 8,430 万円 2,162 万円 11.7％

兎塚・川会歯科診療施設勘定 1億 886 万円 1億 1,611 万円 △ 725 万円 △ 6.2％

後期高齢者医療保険事業 3億 156 万円 2億 9,903 万円 253 万円 0.8％

介護保険事業 23 億 9,777 万円 23 億 3,689 万円 6,088 万円 2.6％

財産区 164 万円 180 万円 △ 17 万円 △ 9.3％

町立地方卸売市場事業 73 万円 78 万円 △ 5万円 △ 6.3％

国民宿舎事業 2,215 万円 2,718 万円 △ 503 万円 △ 18.5％

矢田川憩いの村事業 2,705 万円 3,157 万円 △ 452 万円 △ 14.3％

企 業 会 計 50 億 9,423 万円 52 億 5,849 万円 △ 1億 6,426 万円 △ 3.1％

公立香住病院事業 14 億 9,740 万円 15 億 6,501 万円 △ 6,761 万円 △ 4.3％

収益的収支 12 億 8,641 万円 13 億 1,666 万円 △ 3,025 万円 △ 2.3％

資本的収支 2億 1,099 万円 2億 4,835 万円 △ 3,736 万円 △ 15.0％

水道事業 10 億 7,576 万円 10 億 5,594 万円 1,983 万円 1.9％

収益的収支 6億 3,659 万円 6億 3,594 万円 64 万円 0.1％

資本的収支 4億 3,918 万円 4億 1,999 万円 1,918 万円 4.6％

下水道事業 25 億 2,106 万円 26 億 3,754 万円 △ 1億 1,648 万円 △ 4.4％

収益的収支 14 億 9,981 万円 15 億 8,320 万円 △ 8,339 万円 △ 5.3％

資本的収支 10 億 2,125 万円 10 億 5,434 万円 △ 3,309 万円 △ 3.1％

合　計 239 億 1,105 万円 242 億 5,995 万円 △ 3億 4,891 万円 △ 1.4％

▼平成 30 年度各会計当初予算の状況

当
初
予
算
の
概
要

平
成
30
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

本
年
度
は
、
町
の
主
要
計
画
で
あ
る
「
第

　

本
年
度
は
、
町
の
主
要
計
画
で
あ
る
「
第

２
次
総
合
計
画
」「
総
合
戦
略
」
に
お
い
て

２
次
総
合
計
画
」「
総
合
戦
略
」
に
お
い
て

計
画
の
折
り
返
し
点
と
な
り
、
相
応
の
成
果

計
画
の
折
り
返
し
点
と
な
り
、
相
応
の
成
果

と
新
た
な
施
策
展
開
に
向
か
う
意
思
表
示
が

と
新
た
な
施
策
展
開
に
向
か
う
意
思
表
示
が

求
め
ら
れ
る
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。
施

求
め
ら
れ
る
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。
施

政
方
針
に
掲
げ
る
７
つ
の
重
点
施
策
を
効
率

政
方
針
に
掲
げ
る
７
つ
の
重
点
施
策
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
践
さ
せ
「
こ
ど

的
・
効
果
的
に
実
践
さ
せ
「
こ
ど

も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま

も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま

ち
」
の
実
現
を
着
実
に
推
進
さ
せ

ち
」
の
実
現
を
着
実
に
推
進
さ
せ

る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
を
編
成
し

る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と
特
別

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
本

会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
本

年
度
の
予
算
総
額
は
、
２
３
９
億

年
度
の
予
算
総
額
は
、
２
３
９
億

１
１
０
５
万
円
と
な
り
、
前
年
度

１
１
０
５
万
円
と
な
り
、
前
年
度

の
２
４
２
億
５
９
９
５
万
円
に
比

の
２
４
２
億
５
９
９
５
万
円
に
比

べ
、
３
億
４
８
９
１
万
円
、
率
に

べ
、
３
億
４
８
９
１
万
円
、
率
に

し
て
１
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し

し
て
１
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
た
。

※※  

本
文
、
表
中
の
金
額
は
１
万
円
未
満
を
、
率
は
少
数
第

本
文
、
表
中
の
金
額
は
１
万
円
未
満
を
、
率
は
少
数
第

２
位
を
四
捨
五
入
。
合
計
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
位
を
四
捨
五
入
。
合
計
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

香美町　当初予算

　

財
政
調
整
基
金
（
予
測
の
で
き
な
い
収
入

　

財
政
調
整
基
金
（
予
測
の
で
き
な
い
収
入

の
減
少
や
支
出
の
増
加
に
備
え
る
基
金
）
は
、

の
減
少
や
支
出
の
増
加
に
備
え
る
基
金
）
は
、

本
年
度
末
残
高
を

本
年
度
末
残
高
を
3131
億
４
７
１
２
万
円
と
見

億
４
７
１
２
万
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

込
ん
で
い
ま
す
。

　

減
債
基
金
（
借
金
返
済
費
用
の
増
加
に
備

　

減
債
基
金
（
借
金
返
済
費
用
の
増
加
に
備

え
る
基
金
）
は
、
起
債
の
繰
り
上
げ
償
還
の

え
る
基
金
）
は
、
起
債
の
繰
り
上
げ
償
還
の

た
め
の
取
り
崩
し
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

た
め
の
取
り
崩
し
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

本
年
度
末
残
高
を
７
億
７
５
７
６
万
円
と
見

本
年
度
末
残
高
を
７
億
７
５
７
６
万
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

込
ん
で
い
ま
す
。

　

特
定
目
的
基
金
（
特
定
の
目
的
に
使
え
る

　

特
定
目
的
基
金
（
特
定
の
目
的
に
使
え
る

基
金
）
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
を
積

基
金
）
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
を
積

み
立
て
、
必
要
な
事
業
の
財
源
に
す
る
ふ
る

み
立
て
、
必
要
な
事
業
の
財
源
に
す
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
基
金
や
、
公
共
施
設
な
ど
の
計

さ
と
づ
く
り
基
金
や
、
公
共
施
設
な
ど
の
計

画
的
な
解
体
撤
去
、
修
繕
、
更
新
の
財
源
に

画
的
な
解
体
撤
去
、
修
繕
、
更
新
の
財
源
に

す
る
公
共
施
設
等
管
理
基
金
な
ど
で
、
本
年

す
る
公
共
施
設
等
管
理
基
金
な
ど
で
、
本
年

度
末
残
高
を

度
末
残
高
を
1818
億
７
７
４
６
万
円
と
見
込
ん

億
７
７
４
６
万
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

で
い
ま
す
。
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▼一般会計歳出の性質別の内訳般会計歳出 性質別 内訳

予算額 構成比 増減率

人件費 19 億 4,919 万円 14.3％ △ 1.0％

扶助費 11 億 5,749 万円 8.5％ △ 2.1％

公債費 24 億 9,954 万円 18.3％ 29.2％

投資的経費
（建設事業費）

19 億 5,918 万円 14.4％ 7.2％

物件費 19 億 1,938 万円 14.1％ 2.2％

補助費等 23 億 5,704 万円 17.3％ △ 4.4％

その他 18 億 819 万円 13.1％ △ 3.9％

合　計 136 億 5,000 万円 100.0％ 3.9％

一般会計予算額一般会計予算額 136 億 5,000 万円136 億 5,000 万円

歳 出
目的別

民生費
27 億 5,195 万円
(20.1%)

公債費
25 億 529 万円
(18.3%)

総務費
17 億 5,039 万円
(12.8%)

教育費
16 億 974 万円
(11.8%)

土木費
14 億 1,378 万円
(10.4%)

衛生費
12 億 7,691 万円
(9.4%)

農林水産業費
8 億 7,811 万円
(6.4%)

消防費
8 億 7,300 万円
(6.4%)

商工費
3 億 8,013 万円
(2.8%)

議会費
1 億 848 万円
(0.8%) 1 億 221 万円 (0.8%)

その他
（労働費・災害復旧費・予備費）

歳 入

町税
16 億 7,603 万円
(12.3%)

諸収入ほか
14 億 7,426 万円
(10.8%)

町債
18 億 6,310 万円
(13.6%)

県支出金
9 億 4,550 万円
(6.9%)

国庫支出金
8 億 4,409 万円
(6.2%)

自主財源
31 億 5,029 万円
(23.1%)

地方交付税
63 億 3,600 万円
(46.4%)

依存財源
104 億 9,971 万円
(76.9%)

譲与税・交付金
5 億 1,103 万円
(3.8%)

町税の内訳
　町民税　　　6億 6,350 万円
　固定資産税　8億 4,883 万円
　軽自動車税　　　6,380 万円
　町たばこ税　　　8,610 万円
　入湯税　　　　　1,380 万円

※
用
語
の
解
説

■
町
税

　

 

個
人
と
法
人
の
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
町
た
ば

こ
税
な
ど

■
諸
収
入
ほ
か

　

 

分
担
金
・
負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
や
寄
附
金
、

繰
入
金
な
ど

■
地
方
交
付
税

　

町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

■
町
債

　

 

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
る
お
金

■
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

 

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
負
担
金
、
補
助
金

■
譲
与
税
・
交
付
金

 

自
動
車
重
量
譲
与
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

国
や
県
が
い
っ
た
ん
集
め
て
、
交
付
金
と
し
て
配

分
さ
れ
た
も
の

■
自
主
財
源

　

町
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
収
入

■
依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
交
付
、
割
り
当
て
ら
れ
る
財
源
や
町
債

■
民
生
費

　

 

社
会
福
祉
や
医
療
費
助
成
な
ど
安
定
し
た
社
会
生

活
を
保
障
す
る
た
め
に
使
う
お
金

■
公
債
費

　

借
入
金
（
町
債
）
を
返
済
す
る
た
め
に
使
う
お
金

■
総
務
費

　

 

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
戸
籍
、
徴
税
、
選
挙
、
監

査
事
務
な
ど
町
の
総
括
的
な
事
務
に
使
う
お
金

■
教
育
費

　

 

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど
教
育
全
般

に
使
う
お
金

■
土
木
費

　

 

道
路
、
河
川
、
町
営
住
宅
な
ど
の
整
備
や
除
排
雪

経
費
を
含
む
維
持
管
理
に
使
う
お
金

■
衛
生
費

　

 

各
種
検
診
、
し
尿
処
理
、
ご
み
処
理
な
ど
健
康
で

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
に
使
う
お
金

■
農
林
水
産
業
費

　

 

農
業
、
林
業
、
畜
産
業
、
水
産
業
の
振
興
に
使
う
お
金

■
消
防
費

　

消
防
や
救
急
活
動
に
使
う
お
金

■
商
工
費

　

観
光
の
振
興
や
商
工
業
の
振
興
な
ど
に
使
う
お
金

■
議
会
費

　

町
議
会
の
運
営
に
使
う
お
金

■
そ
の
他
（
労
働
費
・
災
害
復
旧
費
・
予
備
費
）

　

 

労
働
対
策
や
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
を
復
旧

す
る
た
め
な
ど
に
使
う
お
金
お
よ
び
予
備
費

　

予
算
額
は
１
３
６
億
５
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
の
１
３
１
億
３
９
０
０
万
円
に
比
べ

て
５
億
１
１
０
０
万
円
、率
に
し
て
３
・
９
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
香
住
区
の

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
、
村
岡
区
保
育
所

統
合
整
備
事
業
お
よ
び
起
債
の
繰
り
上
げ
償

還
に
伴
う
公
債
費
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
も
の
は
、
歳
入
で
は
、

繰
り
上
げ
償
還
に
伴
い
減
債
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
が
増
と
な
っ
た
繰
入
金
で
、
歳
出
の

性
質
別
で
は
、投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
費
）

や
公
債
費
、
目
的
別
で
は
消
防
費
や
公
債
費

で
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
概
要
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保
育
所
施
設
整
備
事
業
【
新
規
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
１
０
０
万
円

　

村
岡
区
内
で
統
合
保
育
所
を
整
備
す
る
民

間
保
育
所
（
園
）
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

病
児
保
育
事
業
【
新
規
】　

１
０
７
６
万
円

　

病
気
に
な
っ
た
児
童
を
病
院
・
保
育
所
で

一
時
的
に
保
育
し
、
保
護
者
の
子
育
て
と
就

労
の
両
立
を
支
援
す
る
。

保
育
所
運
営
事
業　

２
億
９
９
９
６
万
円

　

私
立
保
育
園
に
対
し
て
園
児
数
や
年
齢
に

応
じ
て
運
営
費
を
支
払
う
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
施
策
と
し
て
、
保
育
料
を
国
の
基
準
額

の
２
分
の
１
に
し
、
負
担
を
軽
減
す
る
。

児
童
公
園
整
備
事
業
【
新
規
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

　

村
岡
区
内
に
開
設
す
る
保
育
園
に
隣
接
し

た
児
童
公
園
を
整
備
し
、
児
童
の
健
全
育
成

と
、
地
域
の
憩
い
の
場
を
創
出
す
る
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
０
０
万
円

　

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
家
庭
の
児
童
を

預
か
り
、
児
童
の
健
全
育
成
と
、
子
育
て
家

庭
の
就
労
を
支
援
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
０
６
万
円

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販

売
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
、

農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
と
併

せ
て
、
隊
員
の
地
域
へ
の
定
住
を
図
る
。

畜
産
振
興
対
策
事
業　
　

  

９
７
５
万
円

　

牛
肉
の
地
元
消
費
の
支
援
や
、
但
馬
牛
の

血
統
を
守
る
産
地
の
Ｐ
Ｒ
と
「
美
方
郡
産
但

馬
牛
」
の
育
種
改
良
技
術
を
顕
彰
す
る
た
め
、

日
本
農
業
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
す
。

但
馬
食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
１
８
５
万
円

　

老
朽
化
し
た
朝
来
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
改

修
し
、
食
肉
処
理
の
安
心
・
安
全
を
図
る
と

と
も
に
「
但
馬
牛
肉
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
を
図
る
。

観
光
開
発
整
備
事
業  　

６
１
０
０
万
円

　

小
代
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
や
香
住
温
泉
地
域

へ
の
街
路
灯
な
ど
、
観
光
振
興
施
設
の
整
備

・
更
新
を
行
う
。

乳
幼
児
等
医
療
費
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
３
１
５
万
円

　

乳
幼
児
か
ら
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
の
子

ど
も
に
対
す
る
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
無

料
化
し
、
子
育
て
世
帯
の
医
療
費
負
担
を
軽

減
す
る
。

香
住
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
５
５
４
万
円

　

Ｊ
Ｒ
香
住
駅
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、
駅
前
広
場
の
改
修
整
備
を
行
う
。

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
４
４
０
万
円

　

香
住
区
の
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
、
情
報
の
確
実
な
伝
達
を
確
保
す
る
。

移
住
定
住
対
策
事
業　

  

２
８
１
０
万
円

　

空
き
家
バ
ン
ク
や
移
住
定
住
支
援
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
運
営
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
整

備
に
対
す
る
補
助
な
ど
の
移
住
支
援
対
策
に

よ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
加
や
町
の
活
力
維

持
、
向
上
を
図
る
。

地
域
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
２
３
５
万
円

　

区
等
集
会
所
の
改
修
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
補
助
な

ど
を
行
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
８
万
円

　

小
学
校
区
な
ど
を
単
位
と
し
た
新
た
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
構
築
に
取
り
組
む
。

健
康
増
進
事
業　
　

  　

４
７
４
０
万
円

　

健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
健
康
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
食
事
・
運
動
・
休
養
指
導
の
充

実
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
実
施
な
ど
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

町
債
繰
上
償
還  　

４
億
４
６
８
８
万
円

　

平
成
33
年
度
の
普
通
交
付
税
一
本
算
定
に

向
け
、
よ
り
一
層
の
財
政
基
盤
の
充
実
を
図

る
た
め
起
債
の
繰
上
償
還
を
行
う
。

公
共
施
設
の
個
別
施
設
計
画
の
実
施

　

計
画
に
定
め
た
具
体
的
な
対
応
方
針
を
実

施
に
移
行
さ
せ
る
取
組
を
進
め
る
。

ふ
る
さ
と
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
ま
ち

ふ
る
さ
と
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
ま
ち

若
者
が
い
き
い
き
と
働
く
ま
ち

若
者
が
い
き
い
き
と
働
く
ま
ち

み
ん
な
で
創
る
魅
力
あ
る
ま
ち

み
ん
な
で
創
る
魅
力
あ
る
ま
ち

地
域
の
豊
か
な
資
源
を
生
か
す
ま
ち

地
域
の
豊
か
な
資
源
を
生
か
す
ま
ち

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

経
営
的
視
点
に
た
っ
た

経
営
的
視
点
に
た
っ
た

健
康
長
寿
の
ま
ち

健
康
長
寿
の
ま
ち

行
財
政
運
営
の
推
進

行
財
政
運
営
の
推
進

　

第
２
次
総
合
計
画
に
お
け
る
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
主
な
事
業
の
内
容
と
予
算
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
主
要
事
業
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第
１
号
被
保
険
者
（

第
１
号
被
保
険
者
（
6565
歳
以
上
）
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

歳
以
上
）
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

介
護
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

　

平
成
12
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
で

は
、
３
年
ご
と
に
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
、
本
年
度
が
第
７
期
計
画
の
初
年
度
と
な
り

ま
す
。

　

同
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
３
年
間
を
通
し
て
介
護
保

険
が
健
全
に
運
営
で
き
る
よ
う
介
護
保
険
料
を
改
定
し
、

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
基
準
額
（
年
額
）

を
６
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
低
所
得
者
に
配
慮
す
る
た
め
、
第
１
段
階
で

は
公
費
の
投
入
に
よ
り
保
険
料
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
要
介
護
認
定
者
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
増
加
、
１
人
当
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
増
加
、
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
率
の
引
き
上
げ
な

ど
に
よ
り
保
険
料
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

積
み
立
て
て
き
た
基
金
の
取
り
崩
し
や
公
費
の
投
入
に

よ
り
、
可
能
な
限
り
保
険
料
の
上
昇
を
緩
和
し
て
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
助
け
合
い
の
制
度
で
あ
り
、
老
後

の
安
心
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。
今
後
と
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
な
事
情
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
保
険
料

の
滞
納
が
続
い
た
場
合
、
未
納
期
間
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
償
還
払
い
や
一
時
差
し
止
め
、
ま
た
利
用
者

負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
な
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
保
険
料
に
は
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ほ

か
、
滞
納
が
続
い
た
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
法
的
な
滞
納
処
分
（
年
金
、
給
与
、

預
貯
金
な
ど
の
差
し
押
さ
え
）
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

所得段階別区分 対　象　者
年額保険料

（基準額に対する割合 )

第１段階

・ 生活保護を受給している人
・ 世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
・ 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額（年金収入
に係る所得を除く）＋課税年金収入額が 80万円以下の人

30,150 円
（基準額× 0.45）

第２段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額（年金収入に
係る所得を除く）＋課税年金収入額が 80万円を超え 120 万円
以下の人

50,250 円
（基準額× 0.75）

第３段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額（年金収入に
係る所得を除く）＋課税年金収入額が 120 万円を超えている人

50,250 円
（基準額× 0.75）

第４段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税
で、前年の合計所得金額（年金収入に係る所得を除く）＋課税
年金収入額が 80万円以下の人

60,300 円
（基準額× 0.9）

第５段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税
で、前年の合計所得金額（年金収入に係る所得を除く）＋課税
年金収入額が 80万円を超えている人

67,000 円
（基準額）

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未満の人
80,400 円

（基準額× 1.2）

第７段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以上 200
万円未満の人

87,100 円
（基準額× 1.3）

第 8段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円以上 300
万円未満の人

100,500 円
（基準額× 1.5）

第 9段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 300 万円以上の人
113,900 円
（基準額× 1.7）

▼第 1号被保険者の介護保険料（平成 30 ～ 32 年度）

※ 1保険料の決定は仮算定（4月）と本算定（7月）の 2回に分けて行います。

　　 年間保険料は住民税確定後の本算定で決定し、その後、役場から「介護保険料額決定通知書」を送付します。

　　 なお、この決定までに通知された保険料で生じる年間の過不足額は、決定後に納付いただく保険料で調整します。

※ 2 特別徴収に該当する人は、今年 2月期と同額を仮徴収額として引き続き特別徴収を行います。このため 4月の仮算定

時には「納入通知書（介護保険料額決定通知書）兼特別徴収開始通知書」は送付しません。

※ 3 世帯は、4月 1日（年度途中に資格取得した人は資格取得日）時点の状況で判断します。
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

事業名 対象者 内容 利用料など

生きがい活動支援通

所事業

　おおむね 65 歳以上で、日常生
活が自立している人

　健康増進・介護予防のための趣
味活動・介護予防事業を実施
　場所は、香住高齢者ふれあい交
流館、小代高齢者生活支援セン
ター「いこいの里」など

1回あたりの参加費は次のとおり
・香住区…300 円
・村岡区…900 円（昼食代含む）
・小代区…900 円（昼食代含む）

緊急通報システム事

業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮
らし、高齢者夫婦世帯、身体障害
者などで緊急時に対応が困難な人

　自宅に消防署直通の緊急通報装
置を設置
　（貸与）

　担当地区の民生委員の意見が必
要

配食サービス事業
　おおむね 65 歳以上のひとり暮
らし、高齢者夫婦世帯、身体障害
者などであって調理が困難な人

　自宅へのお弁当の配達と安否確認
を実施
　配食日は次のとおり（年末年始な
どは除く）
・香住区…月～土曜日の夕食
・村岡区、小代区…日～金曜日の夕食

・主食と副食…600 円
・副食のみ…500 円
※ 住民税所得割課税世帯の人は、1
食あたり 100 円の追加

外出支援サービス事

業

　おおむね 65 歳以上で一般の交
通機関を利用することが困難であ
り、日常的に車いすやストレッ
チャーを使用している人

　車いすまたはストレッチャー対
応型の車で、高齢者などの自宅と
医療機関などの間を送迎

・ 住民税非課税世帯…基本料金300
円に、走行距離 1㎞当たり 40 円
を加算した額
・ 住民税課税世帯…基本料金 300
円に、走行距離 1㎞当たり 70 円
を加算した額

介護タクシー利用給

付事業

　おおむね 65 歳以上で日常的に
車いすやストレッチャーを使用し
なければ移動が困難な人

　病院の受診や、福祉施設への入
退所で町指定の介護タクシーを利
用した場合、料金の一部を助成（上
限 2万円）

・ 住民税非課税世帯…介護タクシー
料金の 15％が本人負担
・ 住民税課税世帯…介護タクシー料
金の 25％が本人負担

人生いきいき住宅助

成事業

　介護保険認定で「要支援」、「要
介護」と認定された人や身体障害
者手帳所持者など

　住まいの改良相談員が緊急性な
どを判断し、一定の条件内で、既
存住宅の改造工事に要する経費の
一部について、補助金を交付
　補助対象限度額は 100 万円で、
介護保険の住宅改修費または障害
者の日常生活用具給付事業の限度
額 20万円を含む

　昭和 56 年 5月 31 日以前に建築
された住宅については、簡易耐震
診断を受けていること
　所得税の課税額が 7万円以下で
あること

介護用品支給事業

　介護保険認定で「要介護 4 ま
たは 5」と認定された高齢者を在
宅で介護している家族（住民税非
課税世帯）

　年額10万円以内の介護用品（紙
おむつなど）を支給（支給限度額
は、申請月により異なる）

在宅老人介護手当支

給事業

　介護保険認定で「要介護 4 ま
たは 5」と認定された高齢者を在
宅で介護している家族（介護サー
ビス未利用月のみ・所得制限あり）

　年額 18 万円の介護手当を支給
（介護保険サービスの未利用期間
が 1年未満の場合は、月額 1万 5
千円を支給）

救急医療情報キット

配付事業

　65 歳以上のひとり暮らし、高
齢者のみ世帯、救急時の対応に不
安がある人など

　医療情報、緊急連絡先などを専
用容器に入れて自宅の冷蔵庫に保
管することで、もしもの際の救命
活動に役立てる

　救急医療情報は随時更新が必要

ナイトケアサービス

事業

　介護保険認定で「要支援」「要
介護」と認定されデイサービスを
利用している人

　日中のデイサービス利用に引き
続き、夕方から翌朝まで宿泊利用
し、家族の心身の負担軽減を図る

　1回 5,000 円と食事などの実費

　高齢者などが安心し自立した生活を送ることができるよう、次のような事業で支援しています。

　なお、各種事業をご利用になる場合、事前に申請が必要な場合があります。詳しくはお問い合わせください。

高齢者などの生活支援制度高齢者などの生活支援制度
●問い合わせ先　役場福祉課・各地域局

生活支援制度をご利用ください
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平
成
平
成
3030
・・
3131
年
度
の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

年
度
の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
℡
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
２
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
、
今
回
、
平
成
30
・
31
年

度
の
保
険
料
率
な
ど
が
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料

額
は
、
７
月
上
旬
に
お
届
け
す
る
「
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１１  

保
険
料
率

保
険
料
率

２２  

保
険
料
の
計
算
方
法

保
険
料
の
計
算
方
法

３３  

所
得
の
低
い
人
の
保
険
料
軽
減
措
置

所
得
の
低
い
人
の
保
険
料
軽
減
措
置

　

保
険
料
率
は
、
保
険
料
を
算
出
す
る
基
準

で
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
が
均
等
に
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
率
」
か
ら
な
り
、

２
年
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
（
平
成
30
・
31
年
度
分
）
の
保
険
料

率
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
前
回
（
平
成
28

・
29
年
度
分
）
に
比
較
し
て
、
均
等
割
額
が

５
５
８
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 30・31 年度分

所得割率 10.17％

均等割額 48,855 円

賦課限度額 62 万円

▼保険料

　

年
間
保
険
料
は
、
均
等
割
額
と
所
得
割
額

の
合
計
と
な
り
ま
す
。

所得割額

（総所得金額等※－ 33 万円）×所得割率 10.17％

均等割額

（48,855円）

年間保険料（上限 62 万円）

＋

＝
※ 総所得金額等とは、前年収入から公的年金等控除額や給与所得控
除額などを差し引いた額で、所得控除（社会保険料控除、扶養控
除など）は含みません。

総所得金額など（被保険者＋世帯主）が
次の基準額以下の世帯

軽減割合
（カッコ内は軽減後の年間均等割額）

基礎控除額
（33万円）

被保険者全員の各所得が０円
（年金所得は控除額を 80万円として計算）

9割※1

（4,885 円）

上記以外
8.5 割※1

（7,328 円）

基礎控除額（33万円）＋ 27.5 万円※2 ×被保険者数
5割

（24,427 円）

基礎控除額（33万円）＋ 50万円※3 ×被保険者数
2割

（39,084 円）

▼均等割額の軽減措置一覧

※ 1  本来は 7割軽減ですが、特例措置により 9割または 8.5 割軽減となります。
※ 2 平成 29 年度の 27 万円から拡充されました。
※ 3 平成 29 年度の 49 万円から拡充されました。

※ 

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
総
所

得
金
額
等
か
ら
年
金
所
得
の
範
囲
内
で
最

大
15
万
円
を
控
除
し
、
軽
減
判
定
し
ま
す
。

※ 

所
得
割
額
の
軽
減
特
例
措
置
は
、
前
年
度

は
２
割
軽
減
で
し
た
が
、
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
今
年
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
帯
（
世
帯
主
と
世
帯
内
の
被
保
険
者
）

の
平
成
29
年
中
の
総
所
得
金
額
な
ど
が
一
定

の
金
額
以
下
の
人
は
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

４４  

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
保
険
料
軽
減
措
置

あ
っ
た
人
の
保
険
料
軽
減
措
置

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

に
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
額
は
か

か
ら
ず
、
均
等
割
額
が
軽
減
特
例
措
置
に
よ

り
平
成
29
年
度
７
割
軽
減
さ
れ
ま
し
た
が
、

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
平
成
30
年
度
は
５
割

軽
減
さ
れ
、
年
額
２
万
４
４
２
７
円
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
た
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※ 

所
得
の
低
い
人
の
軽
減
の
９
割
軽
減
、
８

・
５
割
軽
減
に
該
当
す
る
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

国
民
年
金
保
険
料
の
決
定

　

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
ま

す
が
、
本
年
度
は
前
年
度
よ
り
１
５
０
円
引

き
下
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
６
３
４
０
円
と
な

り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

を
利
用
し
て
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
口
座
振
替

も
利
用
で
き
ま
す
。

出
張
年
金
相
談
窓
口
の
開
設

　

豊
岡
年
金
事
務
所
が
本
年
度
開
設
す
る

「
出
張
年
金
相
談
窓
口
」
の
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
。
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
な
ど
の
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
で
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、

委
任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
も
完
全
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
前
日
ま
で

に
豊
岡
年
金
事
務
所
へ
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

と
き
、
と
こ
ろ

　

６
月
７
日
（
木
）、
役
場
本
庁
舎

　

11
月
８
日
（
木
）、
村
岡
地
域
局

　
　

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
16
時

　

「
香
美
町
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
は
、
町
内

の
空
き
家
な
ど
の
物
件
情
報
を
町
Ｈ
Ｐ
で
公

開
し
、
本
町
へ
の
移
住
を
希
望
し
て
い
る
人

な
ど
へ
物
件
情
報
や
地
域
の
情
報
な
ど
を
提

供
し
、
物
件
所
有
者
と
利
用
希
望
者
（
売
買

ま
た
は
賃
貸
）
の
橋
渡
し
を
す
る
仕
組
み
で

す
。

　

こ
の
香
美
町
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
（
提

供
）
で
き
る
物
件
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
人
は
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
人
は
所
得
が
少
な
い
た

め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、

短
期
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
に
在
学
し
、
本

人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
人
で

す
。

　

申
請
を
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
と
学
生
証

の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書
を
ご
持
参
の

う
え
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
次

年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ

さ
い
（
平
成
30
年
１
月
以
降
に
手
続
き
を
し

た
人
は
除
く
）。

物
件
登
録
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
の
流
れ

①
物
件
登
録
の
申
し
込
み

　

 　

「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」
お
よ

び
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド
」
を
役

場
企
画
課
へ
提
出
し
ま
す
。

②
現
地
調
査
・
登
録

　
 　

「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」
を
提

出
し
た
後
、
町
の
担
当
者
に
よ
る
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
 　

調
査
が
完
了
し
た
後
、
空
き

家
情
報
登
録
台
帳
へ
登
録
し
、

町
Ｈ
Ｐ
に
公
開
し
ま
す
。

③
利
用
希
望
者
の
案
内

　

 　

「
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録

者
」
に
登
録
を
し
た
利
用
希
望

者
か
ら
対
象
物
件
へ
の
問
い

合
わ
せ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

町
の
担
当
者
が
現
地
案
内
を

行
い
ま
す
。

④
利
用
希
望
者
と
の
交
渉
・
契
約

　

 　

「
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録

者
」
か
ら
売
買
や
賃
借
に
つ

い
て
の
交
渉
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
町
の
担
当
者
か

ら
物
件
所
有
者
へ
連
絡
し
、
売

買
や
賃
借
の
交
渉
希
望
者
名

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

香
美
町
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

香
美
町
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

物
件
情
報
を
募
集
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
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作業種目 単位 種別
標準料金（円）

備考
整備田 30a 区画 未整備田

農作業 1日当たり 8時間 － 8,300 技術作業、機械持ち込みの場合は別料金

ディスクローター 10a 当たり － 7,200 6,200 7,200

耕
こう

耘
うん

10a 当たり
1回目 7,200 6,700 8,300

2 回目 5,200 5,200 6,200

代かき 10a 当たり
1回耕耘後 11,400 10,300 11,400 荒かき・代かきを同時にする場合

2回耕耘後 8,800 8,300 8,800 荒かき・代かきを同時にする場合

荒かき 10a 当たり － 6,200 6,200 6,700

荒かき後の代かき 10a 当たり － 7,800 7,800 8,300

機械田植え 10a 当たり － 9,300

刈取（バインダー） 10a 当たり － 9,300
倒伏・湿田の場合は 3～ 5割増、すみ刈りは含まない
結束ひもは受託者負担

刈取（コンバイン） 10a 当たり － 22,900 21,900 22,900
倒伏・湿田の場合は 3～ 5割増、すみ刈りは含まない
籾の運搬料は 10a 当たり 3,100 円（距離により増減）

脱穀（ハーベスター） 1日当たり 8時間 － 15,500

機械畦ぬり 1ｍ当たり － 110

畦切り（片バイド） 1ｍ当たり － 70

乾燥 10a 当たり － 13,000 運搬などは委託者負担（10a 未満も同額）

籾
もみ

摺
す

り 30㎏当たり － 540 運搬などは委託者負担

農薬散布 10a 当たり － 2,100 農薬代は含まない

堆
た い ひ

肥の散布 10a 当たり － 3,100 堆
た い ひ

肥または土壌改良剤の散布（資材代は含まない）

畑耕
こう

耘
うん

10a 当たり － 8,000

　この料金は、あくまでも平成 30年度の標準です。実際の賃金は、当事者双方で協議のうえ、決定してください。

　また、機械の運搬、色彩選別作業などの掲載していない農作業、溝切り作業については時間などを勘案して

当事者双方で協議のうえ、決定してください。

　平成 4年のオープン以来、老朽化や利用者の増加に

伴い、施設の利便性を向上させるため、改修工事を進

めていた道の駅「村岡ファームガーデン」で、3月 9

日にリニューアルオープン記念式典を行い、翌日から

本格的な営業を再開しました。総事業は1億6,920万円。

　主な改修内容は、トイレや但馬牛関連加工品などの

物販売り場の増築、但馬牛精肉ブースの拡張や但馬牛

の歴史や文化を伝える交流スペースの設置です。 ▲リニューアルオープンを記念してテープカットをする関係者の皆さん

道の駅「村岡ファームガーデン」道の駅「村岡ファームガーデン」
●問い合わせ先　役場村岡地域局

リニューアルオープンのお知らせ

香美町農作業受委託標準料金香美町農作業受委託標準料金
●問い合わせ先　町農業委員会事務局（役場農林水産課内）

平成 30 年標準料金のお知らせ

（料金は消費税込み）
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
に
か
か
る
料
金

・
以
前
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た
犬

　

３
４
０
０
円
（
注
射
、注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

・
初
め
て
登
録
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
犬

　

６
４
０
０
円
（ 

登
録
手
数
料
、
注
射
、
注
射
済

票
交
付
手
数
料
）

狂
犬
病
予
防
注
射
と
新
た
な
犬
の
登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射
と
新
た
な
犬
の
登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、

生
涯
１
回
の
登
録
と
毎
年
の
注
射
が
法
律
に
よ
り
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。
時
間
、
場

所
が
一
部
変
更
と
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

注
射
は
健
康
な
犬
を
対
象
に
行
い
ま
す
の
で
、
当

日
は
犬
の
体
調
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
注
射
を
受

け
る
前
に
獣
医
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
が
あ
る
場
合
に
は
、
で
き

る
だ
け
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

・ 

会
場
周
辺
で
フ
ン
を
し
た
場
合
は
、
飼
い
主
が
責

任
を
持
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

会
場
で
暴
れ
な
い
よ
う
、
犬
を
し
っ
か
り
と
し
つ

け
ら
れ
る
人
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

・ 

予
防
接
種
は
順
番
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
割
り
込

み
な
ど
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

区分 日程 対象地区 時間 場所

香
住
区

５
月
22
日(

火)

土生、本見塚 8:45 ～ 8:47 土生区入り口

西下岡、下岡、上岡、隼人、九斗、米地、丹生地 8:55 ～ 9:05 奥佐津地区公民館前

畑、大梶、三川 9:15 ～ 9:20 畑区公民館前

相谷 9:50 ～ 9:52 相谷区公民館前

奥安木、浜安木 10:00 ～ 10:02 浜安木公民館横

訓谷、無南垣 10:10 ～ 10:15 佐津地区公民館前

浦上、上計 10:30 ～ 10:40 柴山地区公民館前

沖浦 10:45 ～ 10:50 沖浦区公民館前

境、一日市 11:00 ～ 11:05 一日市区公民館前

西香住、七日市、駅前 11:15 ～ 11:25 駅前コミュニティセンター前

若松、香住 11:35 ～ 11:45 香住文化会館前

市午、梶原、浜、西、御崎、鎧 13:30 ～ 13:32 余部地区公民館前

矢田、下浜 13:45 ～ 13:50 下浜区公会堂前

森、間室、油良 14:00 ～ 14:05 森区公民館前

守柄、加鹿野 14:15 ～ 14:20 守柄橋付近

三谷、大谷 14:30 ～ 14:35 大谷橋（三谷側）

大野、小原 14:40 ～ 14:42 大野橋付近

中野、藤、八原 14:50 ～ 14:52 八原区公園

村
岡
区

５
月
17
日
（
木
）

福岡、八井谷、大野、黒田 9:00 ～ 9:15 福岡体育館

口大谷、中大谷、大笹 9:25 ～ 9:35 旧大谷小学校跡地付近

高坂、池ヶ平、和池、森脇 9:45 ～ 9:50 和池四つ角

宿、日影、作山 9:57 ～ 10:05 日影体育館

耀山、市原 10:15 ～ 10:20 市原橋

高井、寺河内 10:25 ～ 10:35 寺河内バス停

光陽、大糠 10:40 ～ 10:50 光陽公会堂

相田、神坂、萩山、板仕野 10:55 ～ 11:00 萩山バス停

村岡（大字 10区）、鹿田、用野 11:10 ～ 11:20 つつじの里

５
月
18
日
（
金
）

境、山田、長瀬 9:00 ～ 9:10 長瀬バス停

味取、原、長須 9:15 ～ 9:25 旧原診療所跡地

高津、川会、丸味、和佐父 9:35 ～ 9:45 射添地区公民館

入江、和田、小城、長板、熊波 9:50 ～ 10:00 和田公会堂

柤岡 10:10 ～ 10:15 柤岡バス停

小
代
区

石寺、広井、神水、水間、猪之谷、神場 10:40 ～ 10:50 広井集会所

忠宮、実山、平野、貫田、鍛治屋 11:00 ～ 11:10 多他神社の下

秋岡、新屋、茅野、東垣、佐坊 11:20 ～ 11:30 秋岡バス停

大谷、城山、久須部、熱田、野間谷 11:40 ～ 11:50 小代地域局駐車場

▼狂犬病予防注射の日程表

県動物愛護センター但馬支所県動物愛護センター但馬支所
からのお知らせからのお知らせ

■飼い主には「終生飼養」の責任があります。

　最後まで愛情と責任を持って飼いましょう！

■ ペットが迷子になったら、すぐに県動物愛護

センター但馬支所（℡ 079・666・8071）か

最寄りの警察署に連絡しましょう！
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平
成
６
年
５
月
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

が
開
港
以
来
、
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
㈱

が
運
航
し
て
い
る
但
馬
〜
大
阪
（
伊
丹
）
路

線
で
、
最
新
鋭
機
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
ー
６
０
０
が
５

月
７
日
（
月
）
か
ら
就
航
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
但
馬
〜
大
阪
路
線
の
快
適

で
よ
り
安
定
的
な
運
航
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
更
新
さ
れ
る
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
ー
６
０
０
型

機
は
、
現
在
就
航
し
て
い
る
Ｓサ

ー

ブ

Ａ
Ａ
Ｂ
３
４

０
Ｂ
型
機
に
比
べ
て
、
座
席
数
が
増
え
、
エ

ン
ジ
ン
音
が
静
か
に
な
る
な
ど
、
客
室
内
の

快
適
性
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ま
た
座
席
に
は

革
張
り
シ
ー
ト
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
採
用
さ
れ

る
な
ど
、
居
住
性
も
向
上
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
が
よ
り
快
適
に

最
新
鋭
機
が
５
月
７
日
か
ら
就
航

最
新
鋭
機
が
５
月
７
日
か
ら
就
航

※ 大阪（伊丹）～東京（羽田）便はこの他多数あります。

東京
（羽田）

⇒ 大阪（伊丹） ⇒ 但馬

出発 便名 到着 （
乗
り
継
ぎ
）

出発 便名 到着

7:30
JAL
103

8:35 9:05
JAC
2321

9:45

15:30
JAL
125

16:35 17:00
JAC
2323

17:40

但馬 ⇒ 大阪（伊丹） ⇒
東京
（羽田）

出発 便名 到着 （
乗
り
継
ぎ
）

出発 便名 到着

10:10
JAC
2322

10:50 11:30
JAL
114

12:40

18:05
JAC
2324

18:45 19:30
JAL
134

20:40

▼ 5月 6日（日）までの時刻表＜ SAAB340B 型機の乗り納め＞

※ 大阪（伊丹）～東京（羽田）便はこの他多数あります。

東京
（羽田）

⇒ 大阪（伊丹） ⇒ 但馬

出発 便名 到着 （
乗
り
継
ぎ
）

出発 便名 到着

6:30
JAL
101

7:35 8:45
JAC
2321

9:20

15:30
JAL
125

16:35 17:00
JAC
2323

17:35

但馬 ⇒ 大阪（伊丹） ⇒
東京
（羽田）

出発 便名 到着 （
乗
り
継
ぎ
）

出発 便名 到着

9:50
JAC
2322

10:25 11:30
JAL
114

12:40

18:05
JAC
2324

18:40 19:30
JAL
134

20:40

▼ 5月 7日（月）から 10 月 27 日（土）までの時刻表＜ATR42-600 型機＞

ATR42-600 SAAB340B

全長 22.7m 19.7m

全幅 24.6m 21.4m

全高 7.6m 7.0m

標準座席数 48席 36 席

最大離陸重量 18.6t 12.9t

巡航速度 556㎞ /h 504㎞ /h

エンジン推力 2,400SHP 1,750SHP

▼ATR42-600 と SAAB340B の諸元比較

主な運賃（但馬～大阪の片道）

・大人普通（満 12 歳以上）
6,300 円
・小児普通（満 3歳～ 11 歳）
3,100 円
・特便割引 1（1日前までに予約）
4,800 円～
・先得割引（28 日前までに予約）
4,200 円～
※いずれも助成後の運賃

助成対象者

・町内に住所を有している人

  ・ 町内に所在する事務所、事業

所などに勤務している人

・町出身者およびその家族※

※  帰省利用も可能です（町内に住所を有す
る人が助成金申請をしてください）。

高翼で眺めが最高！

後ろから乗り降り

明るい LED照明

・2＋ 2の座席配列
・レザーシート
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課

平
成
平
成
3030
年
度
の
役
場
の
業
務
体
制
な
ど

年
度
の
役
場
の
業
務
体
制
な
ど

異
動
概
要

　

４
月
１
日
付
の
異
動
者
は
75
人
、
３
月
31

日
付
の
退
職
は
13
人
（
一
般
行
政
職
な
ど
９

人
、
公
立
香
住
病
院
4
人
）、
４
月
１
日
付

の
採
用
は
13
人
（
一
般
行
政
職
な
ど
７
人
、

公
立
香
住
病
院
６
人
）
で
、正
規
職
員
数
（
公

立
香
住
病
院
を
含
む
）
は
、
昨
年
当
初
に
比

べ
て
１
人
増
え
、
２
８
６
人
と
な
り
ま
し
た
。

組
織
な
ど

・ 

総
務
課
に
属
し
て
い
た
防
災
安
全
室
を
課

と
し
て
独
立
さ
せ
「
防
災
安
全
課
」
を
設

置
す
る
。

主
な
異
動

　
　
　

（
課
長
級
お
よ
び
採
用
、
退
職
者
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
で
掲
載
は
順
不
同

※
主
幹
な
ど
の
兼
職
名
は
省
略

①
４
月
１
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

　

総
務
課
付
課
長
・
美
方
郡
広
域
事
務
組
合

派
遣
（
生
涯
学
習
課
副
課
長
）
中
村
浩
▽
財

政
課
長
（
公
立
香
住
病
院
事
務
局
長
）
邊
見

昌
平
▽
防
災
安
全
課
長
（
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
）
島
崎
景
仁
▽
税
務
課
長
（
同
副
課

長
）
上
治
浩
行
▽
町
民
課
長
（
農
林
水
産
課

副
課
長
）
裏
戸
正
範
▽
上
下
水
道
課
長
（
同

副
課
長
）
亀
村
孝
▽
議
会
事
務
局
長
（
小
代

地
域
局
長
）
輪
違
雅
司
▽
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
（
教
育
総
務
課
副
課
長
）
石
井
勇
▽

小
代
地
域
局
長
（
同
次
長
）
井
口
晃
▽
教
育

総
務
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）
片
山
正
幸
▽

公
立
香
住
病
院
事
務
局
長
（
町
民
課
長
）
花

登
寿
一
郎
▽
公
立
香
住
病
院
総
看
護
師
長

（
同
院
病
棟
看
護
師
長
）
新
谷
和
子

②
４
月
１
日
付
採
用

　

小
代
診
療
所
長 

甲
斐
有ゆ

う

じ司
▽
税
務
課 

濱

本
凌

り
ょ
う
す
け維

▽
町
民
課 

上
垣
潤じ

ゅ

ん

き桜
▽
健
康
課 

上

治
遼り

ょ

う

や哉
▽
同 

小
澤
真ま

ゆ

こ

悠
子
▽
建
設
課 

北
脇

修
し
ゅ
う
へ
い平

▽
上
下
水
道
課 

西
谷
勇ゆ

う

す

け祐
▽
公
立
香

住
病
院
総
合
診
療
科
医
長 

京
谷
萌も

え

▽
同
院

診
療
放
射
線
技
師 

田
中
章

あ
き
ら

▽
同
院
臨
床
検

査
技
師 

寺
田
敬け

い

▽
同
院
臨
床
工
学
技
士 

三

木
崇た

か

ふ

み史
▽
同
院
臨
床
工
学
技
士 

桐
雄ゆ

う

す

け介
▽

同
院
看
護
師 

稲
垣
典の

り

こ子

③
３
月
31
日
付
退
職

　

中
村
嘉
一
（
財
政
課
長
）
▽
岡
田
英
俊
（
税

務
課
長
）
▽
岸
本
明
（
上
下
水
道
課
長
）
▽

西
村
吉
弘
（
教
育
総
務
課
長
）
▽
藤
村
吉
孝

（
総
務
課
付
課
長
・
美
方
郡
広
域
事
務
組
合

派
遣
）
▽
崎
谷
満
（
小
代
診
療
所
長
）
▽
隅

達
則
（
公
立
香
住
病
院
総
合
診
療
科
部
長
）

▽
池
本
優
子
（
同
院
総
看
護
師
長
）
▽
青
山

悦
子
（
柴
山
保
育
所
長
）
▽
寺
川
美
恵
（
公

立
香
住
病
院
介
護
老
人
保
健
施
設
看
護
師

長
）
▽
村
尾
要
（
小
代
地
域
局
健
康
福
祉
係

主
幹
）
▽
吉
津
智
美
（
公
立
香
住
病
院
看
護

師
）
▽
藤
村
隆
春
（
村
岡
地
域
局
）

融
資
の
対
象

　

町
内
に
６
ヵ
月
以
上
事
業
所
が
あ
り
、
申

請
時
に
町
の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
に
滞
納

が
な
い
中
小
企
業
事
業
者

融
資
内
容

　

下
表
の
と
お
り
で
す
が
、本
年
度
中
に「
経

営
革
新
計
画
」
が
認
定
さ
れ
た
企
業
お
よ
び

「
ひ
ょ
う
ご
中
小
企
業
技
術
・
経
営
力
評
価

制
度
」
活
用
企
業
は
、
長
期
（
運
転
・
設
備
）

の
利
率
が
０
・
５
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法

　

金
融
機
関
ま
た
は
香
美
町
商
工
会
本
所
・

各
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
取
扱
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

　

但
馬
銀
行
、
但
馬
信
用
金
庫
、
み
な
と
銀

行
、
な
ぎ
さ
信
漁
連
、
た
じ
ま
農
協
の
町
内

各
支
店

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

香
美
町
商
工
会
本
所　

℡
０
７
９
６
・
36
・
０
１
２
３

融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

中
小
企
業
振
興
融
資
制
度
の
ご
紹
介

中
小
企
業
振
興
融
資
制
度
の
ご
紹
介

▼融資内容

資金名 資金使途 融資限度額 融資利率 貸付期間

短期資金 運転 1,000 万円 1.4％ 1年以内

長期資金
運転 500 万円 1.6％ 5年以内

設備 1,000 万円 1.7％ 10 年以内

※短期資金と長期資金の併用はできません。
※ 長期資金のうち、運転と設備の併用はできますが、上限は合わせて 1,000 万円となります。
※ 異なる金融機関から融資を受ける場合は、限度額の超過にご注意ください。
※ 融資および返済方法は取扱金融機関の定める方法によります。
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町
立
診
療
所
の
診
療
体
制
は
、
４
月
１
日

か
ら
左
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

確
認
い
た
だ
き
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

 

● 

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
の
自
己
負
担
額

の
改
正
に
つ
い
て

　

入
院
中
の
１
食
当
た
り
の
食
事
代
の
標
準

負
担
額
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
す
。

● 

65
歳
以
上
の
人
が
療
養
病
床
に
入
院
し
た

と
き
の
居
住
費
の
改
正
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
人
が
療
養
病
床
に
入
院
し
た

と
き
に
負
担
す
る
居
住
費
の
標
準
負
担
額
が
、

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
変
更
点
な
ど
】

▼ 

各
診
療
所
お
よ
び
歯
科
診
療
所
は
、
前
年

度
（
平
成
30
年
３
月
時
点
）
と
同
じ
診
療

体
制
で
す
。

▼ 

小
代
診
療
所
（
医
科
）
は
、
新
任
の
医
師

に
よ
る
診
療
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
診
療
所

４
月
１
日
か
ら
の
診
療
体
制
の
お
知
ら
せ

町
立
診
療
所
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

町
立
診
療
所
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

入
院
時
食
事
代
、
居
住
費
が
見
直
さ
れ
ま
す

入
院
時
食
事
代
、
居
住
費
が
見
直
さ
れ
ま
す

診療所名 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

佐津診療所

（℡ 38・0459）

午前 診療 診療
休診 休診 休診

午後 診療 休診

兎塚診療所

（℡ 96・0012）

午前 診療
休診

診療
休診 休診

午後 往診など 往診など

川会診療所

（℡ 95・0024）

午前
休診

診療
休診

診療
休診

午後 往診など 往診など

兎塚歯科診療所

（℡ 96・0846）

午前
診療 休診 診療 休診 診療

午後

川会歯科診療所

（℡ 95・0223）

午前
休診 診療 休診 診療 休診

午後

小代診療所（医科）

（℡ 97・2023）

午前 診療 診療 診療 診療 診療

午後 往診など 往診など 往診など 往診など 往診など

小代診療所（歯科）※

（℡ 97・2396）

午前
診療 診療 診療 診療 診療

午後

▼町立診療所の診療体制（市外局番はいずれも 0796）

※小代診療所（歯科）は、第 1、第 3、第 5土曜日の午前は診療を行います。

区　分 3月まで 4月から

一般および現役並み所得者 360 円 460 円

下記に該当しない難病患者 260 円 左に同じ

70 歳未満の住民
税非課税世帯およ
び 70 歳以上の低
所得 2区分の人

過去 12ヵ月の入院
日数が 90日以内

210 円 左に同じ

過去 12ヵ月の入院
日数が 91日以上

160 円 左に同じ

70歳以上の低所得１区分の人 100 円 左に同じ

▼入院中の 1食当たりの食事代の標準負担額

区　分 3月まで 4月から

医療区分Ⅰ（Ⅱ、Ⅲ以外の人） 370 円 / 日

370 円 / 日

医療区分Ⅱ、Ⅲ（入院医療の必要性が高い人） 200 円 / 日

難病患者
老齢福祉年金受給者

0円 / 日 左に同じ

▼ 65 歳以上の人が療養病床に入院したときに負担する居住費の標準負担額
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

平
成
平
成
3030
年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

健健
け

ん

こ

う

け

ん

こ

う口口
生
活
【
睡
眠
編
】

生
活
【
睡
眠
編
】

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

町
で
は
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定
め
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

①
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

　

②
身
体
活
動
量
を
増
や
す

　

③
口
腔
ケ
ア
を
実
践
す
る

の
三
本
柱
を
健
康
づ
く
り
の
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
目
標
の
内
容
を「
睡
眠
編
」「
栄
養
編
」

「
運
動
編
」「
口
腔
編
」
に
分
け
て
内
容
を
説

明
し
ま
す
。

　

今
回
は
「
睡
眠
編
」
で
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
「
早

お
き
早
ね
」
が
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
要
と

な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
「
早
ね
早
お
き
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
睡
眠
不
足
気
味
で
も

寝
坊
せ
ず
に
早
く
起
き
て
過
ご
す
こ
と
で
、

自
然
に
早
く
寝
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら

「
早
お
き
早
ね
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
早
お
き
早
ね
」
が
生
活
リ
ズ
ム
と
な
る

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

睡
眠
は
体
を
休
め
る
休
養
の
役
割
だ
け
で

な
く
、
成
長
や
代
謝
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。

　

睡
眠
中
に
分
泌
さ
れ
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、

身
長
を
伸
ば
す
働
き
や
、
脂
肪
を
分
解
し
た

り
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
た

り
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

人
は
、
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
と
言
わ
れ
る
眠
り

始
め
か
ら
３
時
間
く
ら
い
の
深
い
眠
り
の
と

き
に
脳
下
垂
体
か
ら
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
多

く
分
泌
さ
れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の

時
間
に
眠
り
が
浅
い
と
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
十

分
に
分
泌
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
ま

す
が
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
習
慣
を
つ
け
る
た

め
に
、
ま
ず
は
子
ど
も
は
、
夜
９
時
ま
で
に

は
寝
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
人
も
睡
眠
時
間
を
削
り
、
夜
型
の
生
活

に
な
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
睡
眠

不
足
で
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
出
な
く
な
る
と

①
早
お
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

平
日
、
休
日
と
も
朝
起
き
る
時
刻
を
決
め

て
、
早
お
き
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
日
と
比
べ
３
時
間
以
上
朝
寝
坊
す
る
人

は
、
普
段
の
睡
眠
不
足
の
つ
け
が
回
っ
て
い

る
状
態
で
す
。
優
先
す
る
こ
と
が
何
か
を
考

え
、
休
養
の
と
り
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

寝
起
き
を
よ
く
す
る
工
夫
と
し
て
、
カ
ー

テ
ン
を
10
㎝
く
ら
い
開
け
て
寝
る
と
、
朝
日

が
差
し
込
み
、
光
刺
激
で
自
然
と
目
が
覚
め

ま
す
。

② 

食
事
や
嗜
好
品
を
取
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

寝
る
前
に
血
糖
値
を
上
げ
る
と
交
感
神
経

が
優
位
に
な
り
、
心
身
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

ず
眠
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

夕
食
や
夜
食
、
お
や
つ
は
寝
る
前
の
３
時

間
く
ら
い
前
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

覚
醒
作
用
の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
も
控

え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
寝
る
前
に
飲
酒
す
る
と
眠
り
を
浅
く

し
、
さ
ら
に
飲
酒
量
を
増
や
す
こ
と
に
な
る

の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
夜
は
暗
く
し
て
快
眠
モ
ー
ド
に
し
ま
し
ょ
う

　

明
る
い
照
明
は
寝
つ
き
を
悪
く
し
ま
す
。

　

寝
る
直
前
ま
で
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
画
面
を
見
て
い
る
と
、
光
刺
激
や
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
の
影
響
で
入
眠
を
妨
げ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

寝
る
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
す
る
と
、

心
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
寝
つ
き
が
よ
く
な

り
ま
す
。

　

長
い
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
影
響
が
出
や
す

い
の
で
、
昼
寝
を
す
る
な
ら
、
30
分
程
度
で
、

午
後
３
時
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
不
足
も
眠
り
に
く
く
な
る
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
軽
く
汗
ば
む
程
度
の
運
動
を
習

慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

睡
眠
の
取
り
方
を
見
直
し
て
、
子
ど
も
は

元
気
な
体
を
作
り
、
大
人
は
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

血
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
を
増
加
さ
せ
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
睡
眠
不
足
は
食
欲
を
増
す
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
促
し
、
肥
満
や
糖
尿
病
の
原

因
に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
の
役
割

睡
眠
の
役
割

ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
の
３
つ
の
習
慣

ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
の
３
つ
の
習
慣
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　本町は、山・川・海の多様な自然や豊富な食材など、香美町ならではの地域の教育・学習資源に恵まれてい

ます。学校園は、保護者や地域の人々がともに協力をしながら、ふるさとに生き、将来を担う人材を育てるた

め、地域をあげて子どもたちの「生きる力」の育成に取り組んでいます。

子どもたちの「生きる力」の育成子どもたちの「生きる力」の育成

　本町の学校園は、１学級当たりの園児、児童生徒数が少な

く、教師が一人の子どもに関われる時間が多いため、個別指

導がしやすい環境にあります。

　この環境を利点と捉えて、教科学習の充実に努め、基礎・

基本の確実な習得を図り、加えて「学校間スーパー連携チャ

レンジプラン」やグローバル化に対応した教育を推進するな

ど、各学校園がそれぞれの特色を生かしつつ、学力の向上を

目指します。

確かな学力～「知」～

　本町の自然・歴史・産業などに詳しいふるさとものしり博

士やふるさと教育応援団などの協力を得て、体験的なふるさ

と学習を進めます。地域に根差したふるさと教育を行うこと

で、ふるさとの良さや地域の価値を見いだすなど、ふるさと

を愛する心を育てます。

豊かな心～「徳」～

　スキー・雪合戦などのアウトドアスポーツ、卓球や駅伝な

ど、地域の特性を生かした運動を推奨し、推進を図っていま

す。また、地元食材をふんだんに使ったふるさと給食を通し

て、食に関する指導を推進し、望ましい食習慣や食に関わる

人々と食物への感謝の心を育てます。

健やかな体～「体」～

　本町では、子どもたちに「確かな学力」「豊かな心」「健

やかな体」をバランスよく身に付けさせるため、「読書」「あ

いさつ」「体力づくり」に取り組む「３つの町民運動」を

推進しています。

　子どもたちの成長をお互いに喜び合える「絆のあるふる

さと」の実現に向けて、町民の皆さんの積極的なご参加を

お願いします。

３つの町民運動
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　皆さん、こんにちは。香美町役場神戸営業所

の今井です。

　連載第 10回目は、この度初開催となる「ホ

タルと鰰
ハ タ

」フェアについて、お話させていただ

きます。

　神戸営業所の開設から 5年目を迎えました。昨

年度に引き続き、今年度も「北村浩史」と「今井和希」

の 2人体制で、本町の認知度を向上させるための

PRを頑張りますので応援をよろしくお願いします。

　さて、この度初開催となる「ホタルと鰰」フェアは、

香住区内の 9店舗にご協力をいただき、ホタルイ

カとハタハタをメインとしたメニューを 3月 24 日

（土）から 5月 31 日（木）までの期間で提供する

ものです。

　ホタルイカとハタハタは、それぞれ富山県と秋田

県というイメージが強い食材ですが、実は兵庫県

が近年「水揚げ量日本一」を誇る食材で、本町の 2

漁港でも多く水揚げされています。

　この食材は、地元で重宝されている食材ではあり

ますが、観光資源としてはあまり活用されていませ

ん。

　神戸営業所での活動を行う中で、地元の人が思う

以上に「阪神地域でのホタルイカとハタハタの需要

が高い」と感じることが多く、この食材を新たなセー

ルスポイントとして何とか売り出せないかと模索し

てきました。

　地元関係者と協議を行った結果、フェアを通して

メディアへの露出を狙い、この食材の認知度を少し

ずつ高めてみようということになりました。

　当フェアでは、日本一の水揚げ量を誇る産地なら

ではの食べ方を楽しんでもらうとともに、本町の「ホ

タルイカ」と「ハタハタ」の知名度を向上させたい

と考えています。

　「食材の宝庫・香

美町」には、カニと

牛以外にも、まだま

だ眠っている食材が

たくさんあると感じ

ています。引き続き、

セールスポイントを

見出し、新たな切り

口で PRできるよう

頑張ります。

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
北
田
茜
で
す
。

　

こ
の
町
に
移
住
し
て
早

２
年
が
経
過
し
、
私
の
任

期
も
残
り
１
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
美
方
の
事

務
局
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
任
期
終

了
後
も
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
生
業
の
１
つ
と
し
て

小
代
区
に
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
を
開
業
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
言
え
ば
、
か
つ
て
は

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
や
ひ
と
り
旅
向
け
の
安
宿

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
し
か
し
近
年
で

は
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生
む
場
所
」

「
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
所
」
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
作
り
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
学
生
時
代
に
小
代
区
に
滞
在

し
た
と
き
、
地
域
の
人
と
交
流
で
き
た
こ
と

で
、「
素
敵
な
場
所
だ
な
ぁ
」「
暮
ら
し
て
み

た
い
な
ぁ
」
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら

今
、
こ
こ
に
暮
ら
し
、
活
動
で
き
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
「
誰
か
の
そ
ん
な
き
っ
か
け
に
な
り

た
い
」「
そ
ん
な
場
所
を
つ
く
り
た

い
」
と
そ
う
思
え
た
の
は
、
い
つ
も

温
か
く
見
守
り
、
時
に
は
し
か
っ
て

く
れ
る
家
族
の
よ
う
な
地
域
の
人
た

ち
が
い
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

　

現
在
、
元
民
宿
だ
っ
た
家
を
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
し
よ
う
と
、
改
修
工
事

や
申
請
書
類
な
ど
の
準
備
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
来
年
４
月
頃
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲ゲストハウス開業合宿へ参加し、全国に同じ夢を持つ仲間が増えました

こちら香美町役場
神戸営業所です

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第13話第 13話



広報 ふるさと香美 2018.4 － 18

第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

　

介
護
保
険
事
業
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
　
（
平
成
30
年
度
〜
32
年
度
）

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

本
町
の
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
割
合
は
既
に
37
％
を
超
え
（
平
成
30

年
２
月
現
在
）、
超
高
齢
社
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、い
わ
ゆ
る「
団

塊
の
世
代
」
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成

37
年
度
を
見
据
え
、
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
生
き
が
い
と
社
会
参
加
を
促
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画（
平
成
30
年
度
〜
32
年
度
）

を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、「
香
美

町
第
２
次
総
合
計
画
」
を
最
上
位
計
画

と
し
、
高
齢
者
福
祉
に
お
け
る
目
指
す

姿
を
基
礎
と
し
て
「
す
べ
て
の
高
齢
者

の
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
支

え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
て
い
ま
す
。

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
そ
の
実
現
の

た
め

　

①
地
域
包
括
支
援
体
制
の
充
実

　

②
介
護
予
防
の
推
進

　

③ 

生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の

推
進

　

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
今
後
の

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
必
要
と
さ
れ
た
と
き
」「
役
割
を

持
っ
た
と
き
」「
認
め
ら
れ
た
と
き
」「
愛

さ
れ
た
と
き
」
に
人
は
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。
年
を
重
ね
て
も
健
康
で
過
ご
し
、

周
り
の
人
を
支
援
し
、
感
謝
さ
れ
、
み

ん
な
が
幸
せ
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
第

１
歩
を
あ

な
た
も
踏

み
出
し
て

み
ま
せ
ん

か
？

　

こ
ん
に
ち
は
、
農
林
水
産
課
で
す
！

　

こ
の
４
月
号
か
ら
農
林
水
産
課
の
情
報

を
発
信
す
る
、
新
コ
ー
ナ
ー
「
ノ
ウ
香
美

ラ
イ
」。
第
１
回
目
は
農
林
水
産
課
の
思

い
を
お
伝
え
し
、
皆
さ
ん
と
こ
の
町
の
農

林
水
産
業
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
農
林
係

　

 　

農
地
の
維
持
・
保
全
は
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
に
伴
い
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。

　

 　

こ
の
ま
ま
だ
と
大
切
な
農
地
が
荒
れ

る
だ
け
で
な
く
、
美
し
い
農
村
景
観
も

損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
耕
作
放
棄

地
対
策
、
鳥
獣
対
策
、
森
林
整
備
に
つ

い
て
、
農
家
だ
け
で
な
く
地
域
と
一
緒

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

き
で
す
。
集
落
内
の
話
し
合
い
が
基
本

で
す
が
、
町
も
出
向
い
て
一
緒
に
参
加

し
、
応
援
し
ま
す
の
で
、
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

●
畜
産
係

　

 　

「
但
馬
牛
」
は
本
町
に
と
っ
て
大
切

な
地
域
資
源
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
素

牛
と
な
る
但
馬
牛
の
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
本
年
８
月
に
「
な
し
お
と

め
」
の
販
売
も
控
え
、
二
十
世
紀
梨
な

ど
も
含
め
た
「
香
住
梨
」
の
Ｐ
Ｒ
や
梨

産
地
・
香
住
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
水
産
係

　

 　

昨
年
度
立
ち
上
げ
た
「
香
美
町
の
水

産
を
考
え
る
会
」
に
よ
る
本
町
の
漁
業

・
水
産
加
工
業
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
の
再
興
構
想
に
基
づ
く
政
策
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

●
農
業
委
員
会

　

 　

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
関
す
る

許
可
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
委
員
を

中
心
に
、
地
域
の
協
力
の
も
と
農
地
の

利
用
調
整
、
集
積
な
ど
を
進
め
ま
す
。

●
基
盤
整
備
係

　

 　

農
林
係
と
連
携
し
、
農
道
や
水
路
な

ど
の
整
備
を
行
い
、
農
地
保
全
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
林
業
従
事
者
が
安
心

し
て
活
用
で
き
る
林
道
の
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
地
籍
調
査
事
業

の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

問い合わせ先　役場農林水産課

タイトルについて説明します。

　「農家」「農神」「香美」「未来」を

くっつけて作りました。

　神
しんのう

農（＝農神）とは医薬と農業を

つかさどる神です。

　伝説によると、木材を使って農具

を作り、土地を耕作して五穀の種を

まき、耕作することを人々に伝えた

とされています。

　これからの本町の農林水産業につ

いて考えていきたいという思いを込

めてこのタイトルをつけました。
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【事例】

　裏面に個人情報保護シールを貼ったはがきが届

き、シールをはがすと「総合消費料金に関する訴

訟最終告知、期日までに連絡なき場合は訴訟に移

行する」と書かれていた。

　最終期日ははがきが届いた日だったので急いで

電話で問い合わせると、弁護士を紹介された。そ

の弁護士から「警察と調査する。着手金として、

コンビニで 5万円のギフト券を 2枚購入し、裏

面の番号を伝えて」と言われた。番号を伝えた直

後、今度は「貴方名義の 250 万円の滞納がある

ことが調査で分かった。急いで同額を納めなけれ

ば訴訟される。宅配便でお菓子と書いて日時指定

で送って」と言われ、急いで送った。

【ひとことアドバイス】

◆ はがきによる架空請求の相談が多発していま

す。個人情報保護シールを使い、重要な内容

だと思わせる手口です。

◆ はがきの文面には「訴訟を起こす」「差し押

さえ」などと法律用語を使って不安をあおり、

電話をかけさせ、高額な要求をするものです。

◆ コンビニや ATMへ誘導したり、宅配で現金

を送るように指示するものは詐欺です。

◆ 身に覚えがない請求は絶対に連絡しないでく

ださい。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

はがきで訴訟最終告知？！
～保護シールを貼ったはがき～～保護シールを貼ったはがき～

　町では、生ごみの

自家処理を促進し、

一般家庭から排出さ

れる生ごみの減量お

よびごみの減量化に

対する町民の意識高

揚を図ることを目的

として、4月から電

動式生ごみ処理機の

購入費の補助を行っています。申請書は役場町民課

または各地域局にあります。予算

が無くなり次第、申請を締め切り

ますので、希望する人はお早めに

申請をお願いします。

申請できる人

　次のすべての条件に該当する人

・町内に住所を有しており、居住している人

・町の徴収金に滞納がない人

・処理機を適切に維持管理できる人

・ 堆肥などができる機種の場合は、適正に堆肥の処

理ができる人

対象となる処理機

　次のいずれかの条件に該当し、処理の一部または

全部に電気を使用するもの（ディスポーザー型ごみ

処理機※を除く）

・生ごみを温風乾燥し、減量させるもの

・ 生ごみを撹拌し、微生物などによって発酵させ分

解することにより、減量または消滅させるもの

※ ディスポーザー型ごみ処理機…シンクと一体に

なっているごみ処理機で、シンクの下に生ごみの

処理槽が設置されており、水と一緒に生ごみを流

すことで、生ごみの処理を行うことができるごみ

処理機のこと

補助金額

　処理機の購入金額の 2分の 1（1,000 円未満切り

捨て。25,000 円を上限）

※ インターネット通販などで購入したごみ処理機も

補助対象となります。ただし、代引き手数料や運

送手数料は補助対象にはなりません。

申請方法

　申請書に必要事項を記入の上、必要書類とともに

役場町民課または各地域局へ提出してください。

　審査後、交付決定通知を発送します。交付決定通

知が届いた後、ごみ処理機を購入し、領収書の写し

などの必要書類と請求書を提出してください。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ
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■
編
集
後
記
■

　

春
の
日
差
し
が
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
こ
の

春
、
小
学
１
年
生
と
な
っ

た
１
３
２
人
の
皆
さ
ん
で

す
。

　

ご
入
学
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆
さ

ん
、
大
変
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

真
新
し
く
、
少
し
大
き

め
の
制
服
や
ラ
ン
ド
セ
ル

を
身
に
ま
と
っ
た
子
ど
も

た
ち
を
見
る
と
新
鮮
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

役
場
職
員
と
な
り
、
22

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
初

心
を
忘
れ
ず
、
職
務
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
号
か
ら
広

報
紙
を
少
し
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
手

に
取
っ
て
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

井
上 

昌
あ
き
ら

（
小
代
区
大
谷
）

　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

 

平
成
29
年
10
月
22
日
執
行
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
係
る
総
務
大
臣
表
彰

西
村 

寿
ひ
さ
し

（
村
岡
区
日
影
）

　

猿
尾
滝
の
遊
歩
道
の
除
雪
、
清
掃

　

こ
う
の
と
り
賞

池
田
元も

と

つ

ぐ継
（
香
住
区
間
室
）

　

第
32
回
香
住
梨
高
品
質
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞
（
兵
庫
県
知
事
賞
）

マ
ル
ヨ
食
品
㈱
（
香
住
区
香
住
）

　

第
39
回
食
品
産
業
優
良
企
業
等
表
彰

　

食
品
産
業
部
門 

経
営
革
新
タ
イ
プ
①

　

農
林
水
産
大
臣
賞

香
美
町
高
齢
者
大
学

「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

霧
晴
れ
て
土
手
に
蕗
の
薹
芽
吹
く
コ
ー
ヒ
ー
少
し

苦
め
に
淹
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　

有
本
さ
や
か

土
鍋
に
て
炊
き
し
菜
飯
の
さ
み
ど
り
に
お
こ
げ
も

乗
せ
て
ふ
う
ふ
う
と
食
ぶ　
　
　
　

池
田
惠
子

雪
の
上
二
羽
の
小
雀
飛
び
回
る
春
よ
来
い
来
い
共

に
跳
ね
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
岡
良
子

寒
き
日
に
叔
母
は
逝
き
た
り
そ
の
顔
の
優
し
さ
あ

ふ
る
る
穏
や
か
な
こ
と　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

炭
焼
き
と
あ
ゆ
と
り
の
様
自
慢
し
て
ビ
デ
オ
に

と
っ
て
皆
に
見
せ
て
い
る　
　
　
　

岡
本
弘
子

亡
き
妻
に
文
学
学
べ
と
勧
め
ら
れ
短
歌
を
選
び
て

今
と
な
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

雪
を
食
べ
氷
を
な
め
て
遊
び
た
る
遠
き
昔
の
村
の

子
供
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

早
春
の
庭
先
に
咲
く
福
寿
草
へ
陽
の
あ
ま
ね
き
て

心
や
す
ら
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

じ
ゃ
ん
け
ん
負
け
た
者
は
皿
洗
い
言
い
出
し
母
が

や
っ
ぱ
り
立
ち
た
り　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

こ
の
冬
を
越
せ
ず
に
溝
に
横
た
う
る
鹿
の
瞳
に
春

の
日
映
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

麓
田
の
日
向
ほ
つ
ほ
つ
畦
青
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

杣
山
を
大
き
く
落
つ
る
春
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

ひ
そ
ひ
そ
と
小
川
の
春
の
奏
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

ゆ
る
ぶ
川
水
辺
に
そ
ろ
ひ
蘆
の
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下
喜
幸

雪
山
を
震
る
わ
せ
ヘ
リ
の
飛
び
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

雪
の
こ
る
狭
庭
の
す
み
の
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

水
し
ぶ
き
猿
尾
の
滝
も
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
田
鶴
子

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

〜 

俳
句
講
座 
〜

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

▲浜上町長を表敬訪問したマルヨ食品㈱の皆さん
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 死亡日

まちのうごき

人　口

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

15）

5）

10）

2）

（平成 30 年 3月 1日現在）

18,125 人（－

8,656 人（－

9,469 人（－

  6,633 世帯（＋

（平成 30年 3月 20 日現在、順不同）※ このコーナーは、2.21 ～ 3.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、2.21 ～ 3.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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2 月 22 日、香住小学校ほか

2月 23日、うづか幼稚園

2月 18日、ミカタスノーパーク

2月 20日、香住文化会館

国際ソロプチミスト但馬「楽器寄贈」 美方高原雪まつり

子育てグループ「つぼみ」お魚料理教室第 5回ちびっ子大相撲「うづか場所」

　音楽に親しみ、個々の感性を磨いてもらおうと国

際ソロプチミスト但馬が香住区内の 6小学校に「楽

器の寄贈」を行いました。

　今回、指導用オルガンなど 15点、約 112 万円相

当の楽器を寄贈。このうち香住小学校のブラスアン

サンブル部にはチューバが寄贈されました。

　同部を代表して長谷川侑
ゆ う き

輝くん（11 歳）がお礼

の言葉を述べた後、寄贈された楽器を使い「オブラ

ディ・オブラダ」の演奏を披露しました。

　あきらめず最後までやり抜く力や負けた人への思

いやりを養おうとうづか幼稚園で「第 5回ちびっ

子大相撲『うづか場所』」が開催されました。

　2月 15日を初日に、23日の千秋楽までの 7日間、

5人の園児たちは総当たり戦で対戦。千秋楽には保

護者も応援に駆け付け、取組を披露しました。

　見事全勝優勝した「力
りき

の里
さと

」こと井上力
り き と

斗くん（6

歳）は「まわしをもって下に投げる技で勝つことが

できました」とうれしそうに語ってくれました。

　雪上での競技を楽しもうと「第 21回美方高原雪

まつり」（同実行委員会主催）が開催されました。

　3人 1チームでタイムを競う「ミニソリレース」

と 5人 1チームでビニール製の肥料袋を両足に履

いて綱引きを行う「全日本雪上綱引き競技大会」が

行われ、参加者は雪上での競技を楽しみました。

　姫路市から参加した藤原銀
ぎ ん じ

士くん（6歳）は「初

めて参加しましたが、とても楽しかった。また来年

も参加したいです」と語ってくれました。

　子どもの頃から魚に親しむ機会を作ろうと香住区

の子育てグループ「つぼみ」が「お魚料理教室」を

開催しました。

　香美町とと活隊の指導のもと、旬の魚「ハタハタ」

の唐揚げに挑戦。子どもたちはお母さんと一緒に調

理を楽しみました。

　お母さんと一緒に参加した山本小
こ は る

春さん（3歳）

は「柴山のおばあちゃんが持ってきてくれるハタハ

タが大好きです」とうれしそうに語ってくれました。

▲保護者の応援を受け、一生懸命に取り組む園児たち

▲寄贈されたチューバを使い演奏を披露する児童の皆さん ▲ミニソリレースで一斉にスタートする参加者の皆さん

▲魚料理を一緒に楽しむ親子
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

3 月 3日～ 4日、香住区香住

▲ツアーの参加者と企画者の皆さん ▲作品を見学する子どもたち

▲ 5万人目のお祝いのくす玉を割る戸村さん（右から 4人目）▲雪玉積みに挑戦する参加者の皆さん

3 月 4日、ハチ北スキー場

2月 24日～ 3月 4日、香住文化会館ほか

3月 2日、余部クリスタルタワー

スタディツアー 第 28 回香美町こどもの絵 100 人展

余部クリスタルタワー来場 5万人第 12 回雪玉積み選手権

　図書館のない町にシェア本棚を作り、本を読む
きっかけとなる場所を作ろうと「スタディツアー」
が開催されました。
　スタディツアーとは、町の移住定住対策の一環と
して㈱ R

り で ぃ ら ば

idilover に業務委託し実施する事業で、3
回目となる今回は「図書館のないまちに図書館をつ
くる」をテーマに実施しました。
　今回の企画者の一人である山本修太郎さんは「こ
こがたくさんの人と出会い、本を読むきっかけとな
る場所になってほしい」と語ってくれました。

　制限時間内にソフトボール大の雪玉を積み上げて、

その高さを競う「第 12 回雪玉積み選手権」（ハチ

北スキーフェスティバル実行委員会主催）が開催さ

れました。

　県内外から 25組が参加し、優勝チームには但馬

牛や松葉ガニなどの豪華賞品が贈られました。

　神戸市から参加した女性は「昨年も参加しました

が入賞できなかったので、リベンジに来ました。ま

た来年も参加します」と笑顔で語ってくれました。

　町内の園児、児童、生徒がふるさと香美町を描い

た作品を見てもらおうと「第 28回香美町こどもの

絵 100 人展」（町教育委員会主催）が開催されました。

　また、個性あふれる小学生の造形作品、出石特別

支援学校みかた校の作品なども展示されました。

　「あきまつり」を描いた中村優
ゆ あ

愛さん（6歳）は

「秋祭りを見に行って楽しそうだったので描きまし

た。みんなに見てもらえてうれしいです」と語って

くれました。

　昨年 11 月 26 日に利用を開始した「余部クリス

タルタワー」の来場者が 5万人を突破したことを

祝おうと、5万人目となった来場者に浜上町長から

但馬牛や香住鶴などの記念品が贈呈されました。

　5万人目の来場者となったのは、夫婦 3組でカニ

ツアー中に初めて訪れたという宝塚市の戸村信子さ

ん。戸村さんは「とても驚きました。大雪で延期に

なった旅だったので、運が良かったです」と笑顔で

語ってくれました。
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編
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▲平成 29 年 1 月～ 12 月の但馬の漁獲量▲平成 29 年 1 月～ 12 月の但馬のカレイ類漁獲量

漁獲量
但馬の

ホタルイカ
5,296ｔ(38%)

ハタハタ
2,107ｔ(15%)

ベニズワイガニ
1,976ｔ(14%)

カレイ類計
1,423ｔ(10%)

ズワイガニ計
942ｔ(7%)

エビ類計
590ｔ(4%)

その他
1,369ｔ(10%)

スルメイカ
298ｔ(2%)

漁獲量
カレイ類

アカガレイ
839.0ｔ(59%)

エテガレイ
360.7ｔ(25%)

山ガレイ
182.8ｔ(13%)

ヒラメ
11.5ｔ(1%)

その他のカレイ類
28.6ｔ(2%)

〝
食
〞
の
変
遷
！

　

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）
の
水
産
白
書

で
は
魚
介
類
の
摂
取
量
が
肉
類
を
下
回
り
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
の
総
務
省
・
家

計
調
査
の
結
果
で
一
般
家
庭
に
お
け
る
パ
ン

の
消
費
額
が
コ
メ
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
「
和
食
・
日
本
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
―
正
月
を
例
と
し
て
―
」
が
登

録
さ
れ
、〝
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
〞

と
し
て
、
長
い
間
培
っ
て
き
た
魚
食
の
習
慣

が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
・
文
化
を
支
え
て
き
た
日
本

固
有
の
〝
食
〞
に
目
を
向
け
た
と
き
「
食
の

変
遷
」
に
流
さ
れ
な
い
魚
食
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

本
町
で
は
季
節
ご
と
に
た
く
さ
ん
の
魚
が

水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
春
に
卵

を
持
ち
旨
み
た
っ
ぷ
り
の
エ
テ
ガ
レ
イ
（
当

地
域
で
の
呼
称
）
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

名
前
の
由
来
は
、（
両
目
が
接
近
し
）
猿

の
顔
に
似
て
い
る
か
ら
と
書
い
て
あ
る
資
料

が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
食
べ
方
は
、
干
物
・
煮
つ
け
で

す
が
、
漁
師
さ
ん
に
聞
く
と
「
刺
身
は
甘
く

て
う
ま
い
、
焼
い
た
後
の
炊
き
込
み
ご
飯
は

漁
師
飯
だ
！
ど
ち
ら
も
鮮
度
の
い
い
う
ち
に

調
理
が
必
要
だ
け
ど
」
と
も
。

　

漁
場
は
香
住
沖
で
も
獲
れ
ま
す
が
、
大
型

底
引
船
は
、
山
口
県
見
島
沖
ま
で
行
き
ま
す
。

な
ん
と
香
住
・
柴
山
か
ら
片
道
20
時
間
か
ら

24
時
間
も
か
か
る
漁
場
で
す
。
獲
っ
た
エ
テ

ガ
レ
イ
の
新
鮮
さ
を
保
持
し
な
が
ら
水
揚
げ

し
ま
す
が
、
す
ご
い
の
は
他
の
港
で
は
類
を

見
な
い
、
サ
イ
ズ
な
ど
の
選
別
の
良
さ
で
す
。

　

本
町
で
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
カ
レ
イ

が
揚
が
り
ま
す
ね
！
そ
れ
ぞ
れ
に
特
長
が
あ

り
、
好
み
で
エ
テ
ガ
レ
イ
派
、
ア
カ
ガ
レ
イ

派
、
山
ガ
レ
イ
派
に
分
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
な
た
は
、
○
○
ガ
レ
イ
派
？

おさかな通信
香美町 魚

とと

の壱…エテガレイ

　皆さん、こんにちは。「香美町とと活隊」隊長の濱上栄作です。　皆さん、こんにちは。「香美町とと活隊」隊長の濱上栄作です。

　平成 26 年 4 月 1 日に「香美町魚食の普及の促進に関する条例（通称：香美町とと条例）」　平成 26 年 4 月 1 日に「香美町魚食の普及の促進に関する条例（通称：香美町とと条例）」

として魚食普及に関する条例が全国で初めて施行されました。として魚食普及に関する条例が全国で初めて施行されました。

　この条例は魚食の普及と地域の活性化を目的に、毎年 10 月を「魚食普及月間」、毎月 20 日　この条例は魚食の普及と地域の活性化を目的に、毎年 10 月を「魚食普及月間」、毎月 20 日

を「香美町魚（とと）の日」として制定されたものです。を「香美町魚（とと）の日」として制定されたものです。

　この条例を海よりも広く、海よりも深く町民の皆さんに広める活動を行うため「魚を食べよ　この条例を海よりも広く、海よりも深く町民の皆さんに広める活動を行うため「魚を食べよ

う！」を合言葉に、香美町とと活隊を発足しました。う！」を合言葉に、香美町とと活隊を発足しました。


